
様式第１号(第２条の４関係) 

 

市 営 住 宅 入 居 申 込 書 

 

 令和   年   月   日 

 

富谷市長 若 生 裕 俊 あて 

申込者氏名                印 

                      電 話 番 号                     

 下記のとおり市営住宅に入居したいので、富谷市公営住宅条例第７条の規定により関係書類を添えて申し込みま

す。なお、申込内容が事実と相違する場合、または申込者もしくは同居予定の親族が暴力団員である場合は、入居

の許可を取り消されても異議ありません。また、入居資格について関係機関に照会することに同意します。 

記 

住   宅   名 （いずれかに○） 西沢住宅 2LDK ・ 湯船沢住宅 2DK ・ 清水沢住宅 2DK 

申込者の本籍地  

申込者の現住所  電話番号  

入
居
申
込
者
及
び
同
居
予
定
親
族 

(フリガナ) 

氏  名 
続柄 生年月日 年齢 職 業 

勤務先及び 

電話番号 

勤務先 

の住所 

年 間 

総所得 

  本人           円 

              円 

              円 

              円 

              円 

住宅に困っている事情 住宅に困っている事情について 

 １ 住宅以外の建物または場所に居住している。 

 ２ 保安上危険な場所または衛生上有害な状況である。 

 ３ 住居困難な同居や間借りをしている。 

 ４ 衛生上または風教上不適当な状態にある。 

 ５ 正当な立ち退き要求を受け、適当な立ち退き先がないため困っている。 

 ６ 遠距離通勤をしている。 

 ７ 収入に比し過大な家賃の支払を余儀なくされている。 

 ８ 婚約中であるが住宅がないため結婚できないでいる。 

 ９ 公営住宅の建替事業のため現住所を立ち退かなければならない。 

 10 そのほかの事情で困っている。 

一番近い理由の番号を記入してく

ださい 

 

（        ）番 

 

詳しい理由は裏面に記入してくださ

い。 

(注) ・ 給与所得者は勤務先証明書および市町村長が発行する所得を証する書類を添付してください。 

    ・  事業所得者は市町村長が発行する所得を証する書類を添付してください。 

・ 婚姻予約者の方は所定の婚姻予約確認書を添付してください。  ・ 住民票の写しを添付してください。 

・ 申込者は原則として世帯主とします。  ・ 災害・不良住宅の撤去で住宅を失った方は証明書を添付してください。 



入 居 申 込 理 由 

１． 市営住宅の申込みの理由(住宅困窮理由)は何ですか？ 

表面の理由をさらに詳しく記入してください。 

なお、市外からお申込みの方は、住宅困窮理由のほか、富谷市に転入したい理由についても 

具体的に詳しく記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 現在お住まいの住宅の種類について、当てはまる番号を○で囲み、空欄に記入してください。 

 

  ① 一戸建持ち家   [ 所有者氏名           申込者との続柄      ] 

  ② 一戸建賃貸    [ 所有者氏名           申込者との続柄      ] 

  ③ マンション分譲  [ 所有者氏名           申込者との続柄      ] 

  ④ ﾏﾝｼｮﾝ・ｱﾊﾟｰﾄ賃貸 [ 賃借人氏名           申込者との続柄      ] 

  ⑤ 公社･公団住宅賃貸 [ 賃借人氏名           申込者との続柄      ] 

  ⑥ 公営住宅  （原則として申込みできません。申込みには特段の理由が必要です。） 

  ⑦ 寮    [詳細：                               ] 

  ⑧ そのほか [詳細：                               ] 

 

３． 現在お住まいの住宅の状況をお答えください 

   居室数           部屋（台所を除く） 

   広 さ            畳（洋室も畳に換算してください） 

   家 賃            円（共益費・駐車場代を除きます） 

 

４． 富谷市の市営住宅については、今回で何度目の応募となりますか？ 

覚えている範囲で結構ですので記入してください。 

 

５． 今後、入居契約をするにあたって連帯保証人が必要となります。 

現段階で連帯保証人の候補となる方についてお知らせ願います。 

氏 名  住 所 市内 ・ 県内 ・ 県外 

続 柄  年 齢 ～20代・30～50代・60代・70代以上 

収 入 約           円 その他 生活保護受給者・生活保護受給者でない 

 

回目 


